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株式会社セイバン

セイバンの無料会員サービス「SEIBAN スマイルメンバーズ」の会員限定！

10月9日にセイバンオリジナルのメタバース空間で

“「Soda!Soda!アイランド」を救え！ ”を開催

株式会社セイバン（本社：兵庫県たつの市 代表取締役社長：泉 貴章 以下「セイバン」）は、

2023年10月9日（月・祝）の探究の日に合わせ、セイバンオリジナルのメタバース空間で親子向

けイベント「親子でメタバース体験『 Soda!Soda アイランド』 を救え！」を開催しました。

当日は、デジタルメディアをより身近に感じて頂くために「メタバース空間」を活用し、親子

で安全に楽しみながら、ワクワク楽しい気持ちが湧き出る体験をしていただきました。

今回のイベントの目的

近年話題となっているメタバースですが、親御さまの中にはデジタルメディアに対しての抵抗感

があり、お子さまのゲームやスマートフォンなどのデジタル機器の使用にお悩みを抱えているとい

う方も多くいらっしゃいます。

そこで親子ともに安心して楽しみながらデジタルメディアに触れ、より身近に感じていただくた

めに、セイバンオリジナルのメタバース空間で親子向けイベント“「Soda!Soda アイランド」を救

え！”を実施しました。

空間内にはクイズや迷路をはじめとした直感的に多くのことを学べる5つのエリアを用意し、知性

や感性、探求心を育めるような内容を揃えました。また、子育てにおける親御さまの情報交換がで

きる1つのエリアも用意し、お子さまだけでなく親御さまにとっても有意義な時間となるように企画

しました。



当日の様子について

当日は約140名の親子が参加し、メタバース空間を通して参

加者同士が交流を楽しみました。実際に参加した親御さまから

は「兄妹でメタバースに参加しました。妹(小1)には難しいと

ころも、兄(小4)が教えてあげながら最後まで楽しく参加して

いました。また初めてオンラインでつながるお友達とのコミュ

ニケーションで最初は戸惑っていましたが、慣れてくると自分

から挨拶して楽しんでいました。仮想空間の中でエンターテイ

メント体験ができることを知る良いきっかけになったと思いま

す。」との声をいただきました。

会社概要

1919年（大正8年）、現社長の曽祖父にあたる泉亀吉が地元播磨産の皮革を材料に財布やカバン、

キセル入れの販売を開始。1946年からは本格的なランドセルの製造に乗り出し2003年には機能性

ランドセルの先駆けとなる「天使のはね」を開発。現在に至るまで、市場シェアトップクラスを維

持しています。「世界中の子どもたちとそのご家族の笑顔の実現」をミッションに掲げ、保育事業

やバッグ事業、海外事業にも取り組んでいます。

会 社 名：株式会社セイバン

代 表：代表取締役社長 泉 貴章

所 在 地：兵庫県たつの市龍野町片山379-1

企業サイト： https://www.seiban.com/

事業内容 ：ランドセル／関連グッズの企画・製造・販売／

その他鞄の企画・販売保育事業メディア事業

「Soda!Soda!」の名称に込められた想い

セイバンが運営する探究子育てまなびメディア

「Soda!Soda!」は「どうして？」「あれは何？」のギモンを

大切に、さまざまな視点を持った人々との対話や体験を通し

て子どもはもちろん、ファミリーで楽しめるメディアサイト

SEIBANスマイルメンバーズ概要

SEIBANスマイルメンバーズは、セイバンのランドセルユーザーさまだけでなく、すべての就学

前・小学生のお子さま・ご家族さまがご利用いただけるメンバーズ制度です。

子どもたちにとって小学校の6年間は、知性や感性、社会性を育み、長い人生の出発点となる大

切な時期だと考えています。私たちはランドセルメーカーとしての1度きりの接点だけではなく、

ランドセルをお届けしたその後にもお子さま、ご家族の皆さまに寄り添いサポートをできる企業と

して、探究子育てまなびメディア「Soda!Soda!」にて様々な情報配信を行い「お子さまとそのご

家族の笑顔にあふれた生活の実現」の企業理念をもとにSEIBANスマイルメンバーズを立ち上げ、

サービスやサポートを提供する事業をスタートさせました。

です。「どうして？」「あれは何？」小さな疑問や探究心を持って生活していると、何かの拍子に突

然閃いたり、面白いことを発見したり、夢中になったりすることがあります。私たちは、その瞬間を

「Soda（ソーダ）」と名付けました。

 シュワシュワっと勢いよくはじける「Soda（ソーダ）」のように、ワクワク楽しい気持ちが湧き

出る体験やきっかけをお届けしたい。「Soda!Soda!」にはそんな想いが込められています。

https://www.seiban.com/
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